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A. 研究目的 

肝硬変は種々の肝疾患の終末像であり、非代

償期に至った肝硬変の唯一の治療法は肝移植

である。非代償性肝硬変に至る患者数は、原

疾患の有病率や自然経過、治療法の有無など

により影響を受ける。このため、肝移植待機

リストにおける各慢性肝疾患の頻度は、その

疾患の臨床的重要性を示す一つの指標と考え

られる。本研究では、本邦における移植希望

者の背景肝疾患の成因を後方視的に調査し、

各種慢性肝疾患の非代償性肝硬変の成因とし

ての意義について考察した。 

 

B. 研究方法 

2007 年 4 月から 2020 年 5 月までに脳死肝移

植適応評価委員会で初回評価を行った 3481

例のうち急性肝不全患者を除く成人肝移植希

望者 1656例を対象とした。肝疾患の成因とそ

の年次推移について調査を行った。 

 

C. 研究結果 

調査対象とした 1656 例のうち最も頻度の高

い成因は HCV感染であり 342例（20.7%）を占

めていた。次に頻度の高い疾患は非アルコー

ル 性 脂 肪 性 肝 炎 （ Non-alcoholic 

steatohepatitis: NASH）もしくは成因不明の

肝硬変（cryptogenic cirrhosis: CC）で、272

例（16.4%）を占め、3番目に頻度の高い疾患

は原発性胆汁性胆管炎で 213例（12.9%）を占

めていた。肝移植希望肝硬変患者の適応疾患

としてこれら 3疾患が全体の 50％を占めてい

た（図１）。各肝疾患の登録数の年次推移を見

ると、C型肝硬変の登録数は 2011年度をピー

クに減少傾向に転じ、2011年度には年間 49例

の登録数が 2019 年度には 10 例と約 1/5 に減

少していた。一方、NASH/CC 患者は増加傾向に

あり、2019 年度の登録数は年間 34 例と肝硬

変の成因としては最多となっていた。原発性

胆汁性胆管炎患者も漸増傾向にあり、2019年

度の登録数は 23例で、肝硬変の成因としては

2番目に多い頻度となっていた（図２）。対象

患者のなかで HIV 抗体陽精例は 12 例（0.7%）

を占め、この中の 10例が HCVとの重複感染患

者であった。重複感染患者の年度ごとの登録

数は、2008年度 2例、2010年度 1例、2013年

度 1例、2014年度 1例、2015年度 1例、2016

年度 1例、2019年度 1例、2020年度 2例であ

り明らかな増減は認められなかった。 

 

D. 考察 

これまで、C型肝硬変はわが国の肝移植待機リ

ストにおける非代償性肝硬変の最大の成因で

あったが、最近ではその数は急速に減少して

おり、近年の抗ウイルス療法の進歩を反映し

た結果と考えられる。ただし、C型肝硬変患者

に含まれる少数の HIV 重複感染者では継時的

な減少傾向は認められていない。また、現在

の肝移植待機リストにおける非代償性肝硬変

の最大の原因は NASH 由来肝硬変となってい

る。 

 

E. 結論 

非代償性肝硬変の原因としてのＣ型肝硬変は

急速に減少しているが、重複感染者は依然と

して一定数が登録されている。 

研究要旨： 肝移植待機リストにおける非代償性肝硬変の成因の頻度とその年次推移を解析した。

これまでわが国の肝移植待機リストで最も頻度の高い非代償性肝硬変の成因は HCV 感染であっ

たが、近年その数は減少してきており、年次登録数はピーク時の 1/5 程度となっている。一方、

NASH 由来肝硬変患者の登録数は増加し、現在では待機リストにおける最も頻度の高い非代償性

肝硬変の成因となっている。HIV/HCV 共感染患者の登録数は年間 1～2 例程度と少ないが、待

機リストへの登録数では減少傾向は認められていない。 
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F. 健康危険情報 

なし。 
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図１ 肝移植待機リストにおける非代償性肝硬

変成因の内訳（2007年—2020 年） 

 
図２ 肝移植待機リストにおける非代償性肝硬

変成因別登録数年次推移（2007年—2020年） 

 


